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はじめに 
本書は、Windows およびネットワークシステムの基本的な知識をもつシステム管理者を対象に、Resource Athlete の概要およびイ

ンストール手順を記載した文書です。 

Resource Athlete は、ファイルサーバに設定されたフォルダーアクセス権、システムのハードウェアリソースの状況、ドメインコントローラー

のユーザーアカウントの一覧など、様々な情報を収集する製品です。情報収集の対象となるシステムCOSやハードウェア）の仕様に関

するお問い合わせは、メーカー各社またはご購入いただいた販売代理店にお問い合わせください。 

 

●関連文書について 

Resource Athlete には、本書の他に目的に応じた各種ドキュメントがあります。 
文書名 説明 

FAQ 
網屋サポートセンターがよくお問い合わせいただく質問事項と、その

回答が記載されています。 

 

●製品情報およびオンラインサポートについて 

Resource Athlete WEB サイト <https://www.amiya.co.jp/solutions/resource_athlete/ >  

製品に関する様々な情報が参照できます。 

 

オンラインサポートセンター < https://support.alog.app/ > 

最新のリリースバージョンやドキュメントがダウンロードできる他、トラブルシューティングや障害情報などが参照できます。 

 

●表記 

本書では設定や利用上の注意事項や参考情報などを以下のとおり記載します。 
表記 説明 

ヒント 
参考情報や推奨事項などを記載します。 

注意 
ご利用上または設定上の注意事項を記載します。 
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●用語について 

本書では情報収集を実行するサーバを[マネージャーサーバ]、情報収集の対象となるマシンを[対象マシン]と表記します。 

 

 
 

用語 説明 

マネージャーサーバ Resource Athlete をインストールし、情報収集を実行するサーバです。 

対象マシン 情報収集の対象となるマシンです。 

クライアント Resource Athlete のサービスの設定変更や、クエリの実行結果確認などを行なう GUI アプ

リケーションです。本書ではクライアントはマネージャーサーバにインストールしますが、別のサ

ーバにインストールすることも可能です。 

サービス マネージャーサーバに常駐し、クエリのスケジュール実行や、クライアントからのリクエストへの

応答などを行なう Windows サービスです。 

クエリ 情報収集対象のシステムから様々な情報を収集する機能です。収集する情報の種類毎

に、クエリが存在します。 

サブテーブル クエリの実行結果が表示されるフィールドの 1 つです。収集した情報が複数ある場合（例え

ば 1 つのフォルダーに対してアクセス権を持つユーザーアカウントが複数ある場合など）に、情

報をリスト形式で表示します。 

スコープ 情報収集対象の指定のことを指します。対象マシンの名前や、情報収集に利用するユー

ザーアカウント、パスワード、タイプ(対象の種別)が含まれます。 

スコープマスター 作成したスコープをすべて集めたものを指します。新規クエリ作成時は、スコープマスターから

情報収集対象にしたいスコープを選択します。 

スケジューラ サービスが独自に持っている、クエリのスケジュール実行機能です。 

フィルター クエリの設定項目のひとつです。収集した情報の中から、必要な情報だけを抽出する機能

です。フィルター条件を指定すると、その条件にマッチするデータだけが抽出されます。 
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第1 章 Resource Athlete の概要 
 この章では Resource Athlete の機能の概要について説明します。 

1. 概要 
Resource Athlete は、フォルダーアクセス権の変更状況、不要ファイルや大容量ファイルの洗い出しなど、サーバリソースに関するあら

ゆる情報を可視化し、レポート化する統合型サーバマネジメントツールです。対象マシンからあらゆる情報をエージェントレスで取得する

ことができるため、簡単に「使われていないファイルの洗い出し」や「大容量のフォルダーの検出」が可能です。 

フォルダーアクセス権の監査ツールとして、また、ディスクの削減や無駄な情報資産の消去などの運用管理ツールとして利用することが

できます。 

 
 

 

2. ライセンス 
Resource Athlete では、情報を収集する機能のことを「クエリ」と呼びます。 

収集する情報の種類ごとにクエリが用意されており、この種類によって必要なライセンスが異なります。 
収集する情報 クエリ 必要なライセンスの種類 ライセンスの説明 

フォルダー/ファイル/共有リソ

ース情報 

フォルダークエリ 

サーバライセンス 
クエリの対象マシン台数分

のライセンスが必要です。 
ファイルクエリ 

共有クエリ 

アカウント情報 

ユーザークエリ 

アカウントライセンス 

ドメインまたはローカルマシン

に登録されているユーザーア

カウント数分のライセンスが

必要です。 

グループクエリ 

インベントリ（資産）情報 

システム構成クエリ 

PC ライセンス（※） 

クエリの対象マシン台数分

のライセンスが必要です。 

ドメイン環境でのみ利用可

能です。 

アプリケーションクエリ 

サービスクエリ 

プロセスクエリ 

※PC ライセンスは、アカウントライセンスまたはサーバライセンスいずれかをご購入いただくことによって、購入数と同数のライセンスが付与されます。 

ライセンスの販売体系については弊社営業部までお問い合わせください。 
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3. クエリ 
Resource Athlete に用意されている各種クエリと、それにより取得できる情報を紹介します。 

 

● ユーザークエリ 

ドメインユーザー、ローカルユーザーの情報を取得します。 

ドメイン名 ユーザー名 
表示名/フルネ

ーム 
説明 

管 理 者

権限 

パスワード 

変更日時 
最終ログオン日時 

期限切れ

パスワード 

amiya.co.jp suzuki 鈴木 利夫 経理 Yes 2010/9/14 8:38 2010/9/22 9:08 No 

amiya.co.jp satou 佐藤 浩 営業 No 2010/9/17 8:51 2010/9/22 8:30 No 

amiya.co.jp tanaka 田中 大輔 開発 No 2010/9/1 14:15 2010/9/22 10:27 No 

 

取得できる項目は以下のとおりです。 

  
NO 項目名 説明 

1 ドメイン名 ドメイン名を取得します（ローカルユーザーの場合はマシン名）。 

2 ユーザー名 ユーザー名を取得します。 

3 ユーザーログオン名 ユーザーログオン名を取得します。 

4 
ユーザーログオン名 

(windows2000 より前) 
ユーザーログオン名(Windows2000 より前)を取得します。 

5 姓 姓を取得します。 

6 名 名を取得します。 

7 イニシャル イニシャルを取得します。 

8 表示名/フルネーム 表示名またはフルネームを取得します。 

9 説明 説明を取得します。 

10 事業所 事業所を取得します。 

11 電話番号 電話番号を取得します。 

12 電子メール 電子メールを取得します。 

13 Web ページ Web ページを取得します。 

14 郵便番号 郵便番号を取得します。 

15 都道府県 都道府県を取得します。 

16 市区町村 市区町村を取得します。 

17 私書箱 私書箱を取得します。 

18 番地 番地を取得します。 

19 自宅 TEL 自宅の電話番号を取得します。 

20 ポケットベル ポケットベルを取得します。 

21 携帯電話 携帯電話を取得します。 

22 FAX FAX を取得します。 

23 IP 電話 IP 電話を取得します。 

24 電話メモ 電話メモを取得します。 

25 会社名 会社名を取得します。 

26 部署 部署を取得します。 

27 役職 役職を取得します。 

28 無効アカウント 無効なアカウントの場合には Yes、そうでない場合には No となります。 

29 ロックアウト ロックアウトされている場合は Yes、そうでない場合には No となります。 

30 管理者権限 管理者権限がある場合は Yes、そうでない場合には No となります。 

31 無期限アカウント 無期限アカウントの場合は Yes、そうでない場合は No となります。 
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● グループクエリ 

ドメイングループ、ローカルグループの情報を取得します。 

ドメイン名 グループ名 説明 
メンバーリスト 

ユーザー名 

amiya.co.jp 

  

  

E-Group1 

  

  

第一営業グループ 

  

  

satou 

yamazaki 

nagata 

 

取得できる項目は以下のとおりです。 

32 パスワード変更日時 パスワード変更日時を取得します。 

33 最終ログオン日時 

最終ログオン日時を取得します。 

最新の情報を取得するには、タイプ「ドメイン」のスコープを利用します（詳しく

は『FAQ』の「第 2 章 運用 ユーザークエリの「最終ログオン日時」が正しくな

い」を参照してください）。 

34 無期限パスワード パスワードが無期限の場合は Yes、そうでない場合には No となります。 

35 期限切れパスワード パスワードが期限切れの場合は Yes、そうでない場合には No となります。 

36 コンテナ/OU ユーザーが所属するコンテナ/OU の情報を取得します。 

37 所属グループリスト ユーザーが所属しているグループをリストで取得します（サブテーブル）。 

37-1 所属グループ名 所属しているグループ名を取得します。 

NO 項目名 説明 

1 ドメイン名 ドメイン名を取得します（ローカルグループの場合はマシン名）。 

2 グループ名 グループ名を取得します。 

3 コンテナ/OU グループが所属するコンテナ/OU の情報を取得します。 

4 説明 説明を取得します。 

5 メンバーリスト このグループに所属しているメンバーをリストで取得します（サブテーブル）。 

5-1 ユーザー名 メンバーの名前を取得します。 

6 所属グループリスト このグループが所属しているグループをリストで取得します（サブテーブル）。 

6-1 所属グループ名 所属グループ名を取得します。 
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● フォルダークエリ 

対象マシンのフォルダー情報を取得します。 

ドメイン名 マシン名 フルパス 所有者 サイズ 
アクセス権リスト 

許可の状態 アカウント 許可の種類 

amiya.co.jp SVR01 C:\業務\ amiya.co.jp\suzuki 116224  
許可- 

CREATOR 

OWNER 
フルコントロール 

拒否- amiya.co.jp\suzuki 変更 

 

取得できる項目は以下のとおりです。 

NO 項目名 説明 

1 ドメイン名 ドメインに所属していない場合は、ワークグループ名を取得します。 

2 マシン名 マシン名を取得します。 

3 フルパス フルパスを取得します。 

4 フォルダー名 フォルダー名を取得します。 

5 階層 
スコープに設定した収集対象パスを 0 として、そこから数えた階層数を取得しま

す。 

6 所有者 所有者を取得します。 

7 最終アクセス日時 最終アクセス日時を取得します。 

8 作成日 作成日を取得します。 

9 ファイル数 フォルダーの直下にあるファイル総数を取得します。 

10 フォルダー数 フォルダーの直下にあるフォルダー総数を取得します。 

11 サイズ フォルダーの直下にあるファイルサイズの合計を取得します（単位:バイト）。 

12 属性 フォルダーの属性を取得します。 

13 アクセス権リスト NTFS アクセス権をリストで取得します（サブテーブル）。 

13-1 許可の状態 継承されたアクセス権の場合は「-」がつきます。 

13-2 グループ 
アカウントの所属するグループ名を取得します（グループ展開オプションが YESの

場合のみ）。 

13-3 アカウント アカウントを取得します。 

13-4 表示名 アカウントの表示名を取得します（グループ展開オプションがYESの場合のみ）。 

13-5 アカウントの説明 アカウントの説明を取得します（グループ展開オプションが YES の場合のみ）。 

13-6 許可の種類 
アクセス許可の名称を取得します（「フルコントロール」「読み取りと実行」「特

殊」など）。 

13-7 適用先 アクセス権が適用される範囲を取得します。 

13-8 許可の種類の詳細 

許可の種類の詳細を取得します。取得した値の意味は以下のとおりです。 

Tr/Ex：フォルダーのスキャン/ファイルの実行 

Lf/Rd：フォルダーの一覧/データの読み取り 

Ra：属性の読み取り 

Rea：拡張属性の読み取り 

Cfi/Wd：ファイルの作成/データの書き込み 

Cfo/Ad：フォルダーの作成/データの追加 

Wa：属性の書き込み 

Wea：拡張属性の書き込み 

Dc：サブフォルダーとファイルの削除 

D：削除 

Rp：アクセス許可の読み取り 

P：アクセス許可の変更 

O：所有権の取得 

S：同期許可 

Special：特殊 
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● ファイルクエリ 

対象マシンのファイル情報を取得します。 

ドメイン名 マシン名 フルパス ファイル名 所有者 
最終アクセス日

時 

最終更新

日時 
サイズ 

amiya.co.jp SVR01 
C:\業務\オリジナ

ル\勤務表.xls 
勤務表.xls amiya.co.jp\suzuki 2011/1/11 9:42 

2010/4/30 

14:06 
116224 

 

取得できる項目は以下のとおりです。 

NO 項目名 説明 

1 ドメイン名 ドメインに所属していない場合は、ワークグループ名を取得します。 

2 マシン名 マシン名を取得します。 

3 フルパス フルパスを取得します。 

4 ファイル名 ファイル名を取得します。 

5 階層 
スコープに設定した収集対象パスを 0 として、そこから数えた階層数を取得し

ます。 

6 所有者 所有者を取得します。 

7 最終アクセス日時 

最終アクセス日時を取得します。 

対象マシンが Windows Server の場合、OS の設定を変更する必要がありま

す。（FAQ「ファイルのアクセス日時が更新されない」を参照） 

※ユーザーの操作ではなく、バックアップソフトやアンチウィルスなどがファイルに

アクセスしても、アクセス日時が更新される場合があります。 

8 最終更新日時 最終更新日時を取得します。 

9 作成日 作成日を取得します。 

10 属性 属性を取得します。 

11 サイズ サイズを取得します（単位:バイト）。 

12 重複グループナンバー 
重複したファイルをグルーピングしたときのグループ番号です（「重複ファイルを

抽出する」が はい のときのみ）。 

13 重複数 
重複したファイルをグルーピングしたときの重複数カウントです（「重複ファイルを

抽出する」が はい のときのみ)。 

14 アクセス権リスト NTFS アクセス権をリストで取得します（サブテーブル）。 

14-1 許可の状態 継承されたアクセス権の場合は「-」がつきます。 

14-2 グループ 
アカウントの所属するグループ名を取得します（グループ展開オプションが YES

の場合のみ）。 

14-3 アカウント アカウントを取得します。 

14-4 表示名 
アカウントの表示名を取得します（グループ展開オプションが YES の場合の

み）。 

14-5 アカウントの説明 アカウントの説明を取得します（グループ展開オプションが YES の場合のみ）。 

14-6 許可の種類 
アクセス許可の名称を取得します（「フルコントロール」「読み取りと実行」「特

殊」など）。 

14-7 適用先 アクセス権が適用される範囲を取得します。 

14-8 許可の種類の詳細 
許可の種類の詳細を取得します。 

※詳細の内容はフォルダークエリの 13-8 許可の種類の詳細と同様です。 
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● 共有クエリ 

対象マシンの共有リソース情報を取得します(共有フォルダー、共有プリンタなど)。 

ドメイン名 マシン名 
共有リソ

ース名 

共有リソースの

種類 
管理共有 共有パス 所有者 

amiya.co.jp SVR01 共有 フォルダー No \\SVR01\共有 BUILTIN\Administrators 

amiya.co.jp SVR01 営業 フォルダー No \\SVR01\営業 amiya.co.jp\suzuki 

amiya.co.jp SVR01 技術 フォルダー No \\SVR01\技術 amiya.co.jp\yamada 

 

取得できる項目は以下のとおりです。 

NO 項目名 説明 

1 ドメイン名 ドメインに所属していない場合は、ワークグループ名を取得します。 

2 マシン名 マシン名を取得します。 

3 共有リソース名 共有リソース名を取得します。 

4 共有リソースの種類 フォルダー、デバイス等の共有の種類を取得します。 

5 管理共有 管理共有の場合は Yes、そうでない場合には No となります。 

6 フルパス フルパスを取得します。 

7 共有パス 共有パスを取得します。 

8 所有者 所有者を取得します。 

9 アクセス権リスト 共有アクセス権をリストで取得します（サブテーブル）。 

9-1 グループ 
アカウントの所属するグループ名を取得します（グループ展開オプションが YES

の場合のみ）。 

9-2  アカウント アカウントを取得します。 

9-2 表示名 
アカウントの表示名を取得します（グループ展開オプションが YES の場合の

み）。 

9-3 アカウントの説明 アカウントの説明を取得します（グループ展開オプションが YES の場合のみ）。 

9-4 許可の種類 アクセス許可の名称を取得します（「フルコントロール」「読み取り」など）。 

9-5 許可の状態 許可の状態を取得します。継承されたアクセス権の場合は「-」がつきます。 

10 アクセス権リスト（NTFS） NTFS アクセス権をリストで取得します（サブテーブル）。 

10-1 許可の状態（NTFS） 許可の状態を取得します。継承されたアクセス権の場合は「-」がつきます。 

10-2 グループ（NTFS） 
アカウントの所属するグループ名を取得します（グループ展開オプションが YES

の場合のみ）。 

10-3 アカウント（NTFS） アカウントを取得します。 

10-4 表示名（NTFS） 
アカウントの表示名を取得します（グループ展開オプションが YES の場合の

み）。 

10-5 アカウントの説明（NTFS） アカウントの説明を取得します（グループ展開オプションが YES の場合のみ）。 

10-6 許可の種類（NTFS） 
アクセス許可の名称を取得します（「フルコントロール」「読み取りと実行」「特

殊」など）。 

10-7 適用先（NTFS） アクセス権が適用される範囲を取得します。 

10-8 許可の種類の詳細（NTFS） 
許可の種類の詳細を取得します。 

※詳細の内容はフォルダークエリの 13-8 許可の種類の詳細と同様です。 
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● システム構成クエリ 

対象マシンのシステム構成情報を取得します。 
ドメイン名 マシン名 OS バージョン SPバージョン 使用者名 メモリ容量 メモリ使用量 

amiya.co.jp SVR01 

Microsoft Windows  

Server 2019 

Standard 

1 Windows ユーザー 8579710976 6573924352 

 

HDD 容量 HDD 使用量 HDD 残量 IP アドレス CPU使用率 
ドライブ別詳細 

ドライブ名 ファイルシステム 

1660234653696 657957306368 1002277347328 192.168.0.38 3 

C: 

D: 

E: 

G: 

NTFS 

FAT32 

NTFS 

NTFS 

 

取得できる項目は以下のとおりです。 

NO 項目名 説明 

1 ドメイン名 ドメインに所属していない場合は、ワークグループ名を取得します。 

2 マシン名 マシン名を取得します。 

3 OS バージョン OS のバージョンを取得します。 

4 SP バージョン SP のバージョンを取得します。 

5 組織名 組織名を取得します。 

6 使用者名 使用者名を取得します。 

7 メモリ容量 メモリの容量を取得します（単位:バイト）。 

8 メモリ使用量 メモリの使用量を取得します（単位:バイト）。 

9 HDD 容量 HDD の容量を取得します（単位:バイト）。 

10 HDD 使用量 HDD の使用量を取得します （単位:バイト）。 

11 HDD 残量 HDD の残量を取得します（単位:バイト）。 

12 ドライブ別詳細 ドライブ別の詳細情報を取得します（サブテーブル）。 

12-1 ドライブ名 ドライブ名を取得します。 

12-2 トータル容量 HDD の容量を取得します（単位:バイト）。 

12-3 残容量 HDD の残容量を取得します（単位:バイト）。 

12-4 使用量 HDD の使用量を取得します（単位:バイト）。 

12-5 ファイルシステム ファイルシステムの情報を取得します。 

12-6 HDD S/N ハードディスクのシリアルナンバーを取得します。 

12-7 ボリュームラベル ボリュームラベルを取得します。 

13 IP アドレス IP アドレスを取得します。 

14 サブネットマスク サブネットマスクを取得します。 

15 デフォルトゲートウェイ デフォルトゲートウェイを取得します。 

16 MAC アドレス MAC アドレスを取得します。 

17 プロセッサ種別 プロセッサの種別情報を取得します。 

18 CPU 使用率（%） CPU の使用率を取得します。 
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● アプリケーションクエリ 

対象マシンにインストールされているアプリケーションの情報を取得します。 
ドメイン名 マシン名 アプリケーション名 バージョン 発行元 タイプ 

amiya.co.jp SVR01 
SQL Server 2012 の Service Pack 3 

(KB3072779)(64-bit) 
11.3.6020.0 

Microsoft 

Corporation 

更新プログラ

ム 

amiya.co.jp SVR01 ALog 管理コンソール 5.0 Amiya Application 

amiya.co.jp SVR01 アクセスログ検索システム 4.0 Amiya Application 

 

取得できる項目は以下のとおりです。 

NO 項目名 説明 

1 ドメイン名 ドメインに所属していない場合は、ワークグループ名を取得します。 

2 マシン名 マシン名を取得します。 

3 アプリケーション名 アプリケーション名を取得します。 

4 バージョン バージョンを取得します。 

5 発行元 発行元を取得します。 

6 タイプ アプリケーションの種類（Application/更新プログラム）を取得します。 

 

● サービスクエリ 

対象マシンの Windows サービスの情報を取得します。 
ドメイン名 マシン名 サービス名 表示名 説明 

amiya.co.jp SVR01 SQLAgent$ALOG SQL Server (ALOG) 

ストレージ、データの処理と制御された

アクセス、および高速なトランザクション

処理を提供します。 

amiya.co.jp SVR01 AuditorService Resource Athlete クエリの制御機能を提供します。 

amiya.co.jp SVR01 ALogAlertCheckService ALogAlertCheckService 
ALog ConVerter のアラートを監視する

機能を提供します。 

 
実行ファイルのパス サービスの状態 

C:\Program Files\Microsoft SQL Server\MSSQL10_50.ALOG\MSSQL\Binn\sqlservr.exe 開始 

C:\Program Files (x86)\Amiya\Auditor\AuditorService.exe 開始 

C:\Program Files (x86)\Amiya\ALogManagerConsole\ALogAlertCheckService.exe 開始 

 

取得できる項目は以下のとおりです。 

NO 項目名 説明 

1 ドメイン名 ドメインに所属していない場合は、ワークグループ名を取得します。 

2 マシン名 マシン名を取得します。 

3 サービス名 サービス名を取得します。 

4 表示名 表示名を取得します。 

5 説明 説明を取得します。 

6 実行ファイルのパス 実行ファイルのパスを取得します。 

7 スタートアップの種類 スタートアップの種類を取得します。 

8 サービスの状態 サービスの状態を取得します。 

9 サービス実行アカウント サービス実行アカウントを取得します。 
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● プロセスクエリ 

対象マシンで起動されているプロセスの情報を取得します。 
ドメイン名 マシン名 プロセス名 ユーザー名 パス 

amiya.co.jp SVR01 cmd.exe amiya.co.jp\suzuki C:\Windows\SysWOW64\cmd.exe 

amiya.co.jp SVR01 bvtask.exe amiya.co.jp\suzuki E:\ALogWin\bin\bvtask.exe 

amiya.co.jp SVR01 atproc.exe amiya.co.jp\suzuki E:\alog_remote\bin\atproc.exe 

 

取得できる項目は以下のとおりです。 

NO 項目名 説明 

1 ドメイン名 ドメインに所属していない場合は、ワークグループ名を取得します。 

2 マシン名 マシン名を取得します。 

3 プロセス名 プロセス名を取得します。 

4 ユーザー名 プロセスの実行ユーザー名を取得します。 

5 パス プロセスの実行パスを取得します。 

 

 

4. クエリの実行時間とデータサイズ 
各クエリの実行に要する時間、および取得データサイズの参考値は以下のとおりです。 

クエリ 実行時間 
取得データのサイズ(MB) 

計測条件 
DB CSV PDF 

ユーザー 0:05:17 7.0 3.9 9.5 20000 ユーザー 

グループ 0:03:56 5.0 0.73 0.95 100 グループ(1 グループに 200 ユーザー所属) 

ファイル 0:58:28 2093 969 72.1 100 万ファイル(1 ファイルに 14 のアクセス権) 

フォルダー 1:14:49 2278 1337 82.6 100 万フォルダー(1 フォルダーに 14のアクセス権) 

共有 0:00:14 0.289 0.007 0.047 14 共有 

システム構成 0:00:13 0.289 0.001 0.036  

アプリケーション 0:00:12 0.289 0.001 0.031  

サービス 0:00:12 0.359 0.052 0.151  

プロセス 0:00:12 0.297 0.004 0.032  

 

上記の参考値は以下の環境で測定されています。 

 マネージャーサーバ 対象マシン 

OS WindowsServer2012 R2 WindowsServer2012 

CPU Xeon E3 1220v2 3.10GHz Xeon E3 1226v3 3.30GHz 

RAM 16GB 16GB 

 
※すべての数値は参考値です。パフォーマンスを保証するものではありません。 

※マネージャーサーバ、対象マシンの環境やネットワーク状態によってクエリ実行時間は異なります。 
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5. 動作環境 
 

5-1. マネージャーサーバ 
マネージャーサーバの動作環境は以下です。 

項目 条件 

対応 OS 

Windows Server 2012 / 2012 R2 

Windows Server 2016 

Windows Server 2019 

Windows Server 2022 

※各 OS のサービスパック（SP）に対応 

※各エディション（Standard / Enterprise / Datacenter）に対応 

※仮想環境（VMWare, Hyper-V, Citrix XenServer）に対応 

CPU Dual Core 以上（推奨 Quad Core 以上） 

メモリ 4GB 以上（推奨 8GB 以上） 

ハードディスク容量 
100GB 以上の空き容量 

※データの保存用に別途空き容量を確保する必要があります 

必要ソフトウェア .NET Framework 4.8 以降 

 

 

5-2. 対象マシン 
対象マシンの動作環境は以下です。 

項目 条件 

Windows 

Windows Server 2012 / 2012 R2 

Windows Server 2016 

Windows Server 2019 

Windows Server 2022 

Windows Storage Server 2012 / 2012 R2 

Windows Storage Server 2016 

Windows Server IoT 2019 

Windows 8.1 / 10 / 11 *1 

※各 OS のサービスパック（SP）に対応 

※サーバ OS は Standard / Enterprise / Datacenter に対応。クライアント OS は Professional 以上に対応 

※仮想環境（VMWare, Hyper-V, Citrix XenServer）に対応 

NetApp Data ONTAP *2 

EMC Unity *2 

PowerScale(Isilon） OneFS *2 

Amazon Web Services 
Amazon FSx for Windows File Server *2*3 

Amazon FSx for NetApp ONTAP *2 

*1  インベントリ（資産）情報クエリのみ対応 

*2  CIFS 領域に対するフォルダー/ファイル/共有リソース情報クエリのみ対応 

*3  共有クエリで「IPC$」に対する情報取得のみ非対応 
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5-3. 対象マシンの動作環境 
●動作条件 

・対象マシンからマネージャーサーバまでの経路が、100Mbps 以上の LAN環境であること。100Mbps 未満の LAN環境や WAN 環境

を経由すると、クエリのパフォーマンスが低下する場合があります（1GbpsLAN環境推奨） 

・WMI(Windows Management Instrumentation)サービスが利用できること 

・次のポートが使用できること 
ポート番号 主な用途 

TCP135 WMI（マシン情報取得） 

UDP137 ADSI（ローカルユーザーの取得） 

UDP138 ADSI（ローカルユーザーの取得） 

TCP139 ADSI（ローカルユーザーの取得） 

TCP389 ADSI（ドメイン情報の取得） 

TCP445 SMB（ファイル共有） 

TCP 動的ポート WMI（クエリ実行） 

※動的ポートの割り当て範囲は以下のコマンドを実行して結果を確認します。 

netsh interface ipv4 show dynamicport tcp 

・対象マシンがクライアント OS の場合は、ドメインに参加していること 
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第2 章 Resource Athlete の構築 
この章では Resource Athlete の構築に関して順に説明します。 

Step 1. 構築前の準備 
Resource Athlete を導入する前に、以下の各項目に記載されているものを用意する必要があります。 

 

●Resource Athlete のセットアッププログラム 

Resource Athlete を構築するにあたって準備するものは以下の通りです。 

・Resource Athlete のセットアッププログラム一式 

・ライセンスキー証書 兼 保守サービス証書 

 

●Resource Athlete のライセンスキー 

ライセンスキーは、Resource Athlete のライセンスキー証書兼ソフトウェア保守契約確認書に記載されています。 

評価目的の場合、別途案内による評価用のライセンスキーが必要です。 

 

●アカウント権限 

Resource Athlete の構成や、導入する環境に応じてサーバの管理者アカウントが必要です。 

 

●対象マシンへ他サービスから net use 接続されている場合 

対象マシンに Resource Athlete 以外のサービスが Local System アカウントで net use接続している場合、Resource Athlete 

サービスのログオンユーザーを Local System アカウントから別途作成した Administrators 権限をもつ専用のユーザーアカウントに変更 

することを推奨します。 

詳細につきましては、『FAQ（Resource Athlete）』の「第 2章 運用」を参照してください。 

なお、ALog ConVerter マネージャーサーバと Resource Athlete が同一サーバ上に共存している場合も該当しますので、ご注意 

ください。 
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Step 2. Resource Athlete のインストール 
 

Step 2-1. Resource Athlete のインストール 
 Resource Athlete のインストールを行います。マネージャーサーバに管理者権限をもつアカウントでログオンしてください。 

 以下はサービスとクライアントを同じサーバに構築する際の手順になります。 

 

 
注意 

Resource Athlete の動作に必要な.NET Framework 4.8 がマネージャーサーバにインストールされていない

場合、インストールを促すダイアログが表示されます。 画面に従ってインストールを実行してください。.NET 

Framework のインストーラーの判定により OS 再起動が必要な場合があります。 その場合は、OS 再起動

後改めてセットアッププログラムを実行してください。 

 

 

1) Resource Athlete のセットアッププログラムを実行すると言語

選択画面が表示されます。言語を選択し[OK]ボタンをクリックし

ます。 

 

 
 

2） 内容を確認し[次へ]ボタンをクリックします。 

 
 

3） 内容を確認し[同意する]にチェックを入れ[次へ]ボタンをクリ

ックします。 

 
 

4） インストール先を確認し[次へ]ボタンをクリックします。 

 
 

5）インストールするコンポーネントを選択し[次へ]ボタンをクリック

します。 

 
 

 

 
ヒント 

クライアントは別の PC にインストールすることもできま

す。 

 

6）インストール内容を確認し[インストール]ボタンをクリックしま

す。 
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7）内容を確認し[完了]をクリックします。以上でセットアップは完

了です。 

 

 

 

Step 2-2. 初期セットアップ 
クライアントは初回起動時に[サービス初期セットアップウィザード]が起動します。この操作によりマネージャーサーバの各設定を行いま

す。 

 

1） サーバ名を入力し[OK]ボタンをクリックします。 

 

2） 内容を確認し[次へ]ボタンをクリックします。 
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3） 内容を確認し[次へ]ボタンをクリックします。 

 
 

 
ヒント 

クエリの実行結果データ等が格納されますので、システ

ムドライブ以外のパスを指定することを推奨します。 

 

4） マネージャーサーバに接続できるユーザーを追加し[次へ]ボタ

ンをクリックします。 

 
 

 
ヒント 

未設定の場合は、全ユーザーが接続できます。 

登録するユーザーはローカルの管理者権限を持ってい

る必要があります。 

マ ネ ー ジ ャ ー サ ー バ の ロ ー カ ル ア カ ウ ン ト

"Administrator" は、この設定にかかわらず必ず接続

できます。 

5）ライセンスキーを入力し[次へ]ボタンをクリックします。 

 
 

6）サービス初期セットアップウィザードの完了画面が表示されま

すので[完了]ボタンをクリックして終了します。 
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Step 2-3. スコープの登録 
情報収集対象の指定 (対象マシン名や、情報収集に利用するユーザーアカウント名など) のことを「スコープ」と呼びます。 

ここでは、スコープの登録を行ないます。 

 

1）[スコープマスター]ボタンをクリックします。 

 
 

 

2） [対象の追加] ボタンをクリックします。 

 
3）対象マシン名、タイプ、ユーザー名、パスワードを入力し、

[OK]ボタンをクリックします。 

 

 

 

 
ヒント 

ユーザー名には、管理者ユーザーを指定してください。 

 

タイプは、対象マシンの種別を表します。 

タイプによって、実行可能なクエリが異なります。 
タイプ 対象マシンの種別 実行可能なクエリ 

Windows Windows マシン ユーザークエリ 

グループクエリ 

対象マシンのローカルアカウント情報 

(※1) を取得 

フォルダークエリ 

ファイルクエリ 

共有クエリ 

対象マシンのファイル/フォルダー情報

を取得 

アプリケーションクエリ 

サービスクエリ 

システム構成クエリ 

プロセスクエリ 

対象マシンのインベントリ情報を取得 

NAS NAS  

(NetApp,EMC, 

PowerScale(Isilon)) 

フォルダークエリ 

ファイルクエリ 

共有クエリ 

対象 NAS の CIFS 領域のファイル/

フォルダー情報を取得 

ドメイン Active Directory ド

メイン 

ユーザークエリ 

グループクエリ 

対象ドメインのドメインアカウント情

報 (※2) を取得 

アプリケーションクエリ 

サービスクエリ 

システム構成クエリ 

プロセスクエリ 

対象ドメインに参加する全マシンのイ

ンベントリ情報を取得 

※1 ドメインコントローラーを指定した場合は、ドメインアカウント情報を

取得します。 

※2 タイプ「ドメイン」のスコープに対してアカウント情報クエリを実行す

る場合のみ、スコープのユーザー名としてドメインの一般ユーザーを指

定できます。 
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Step 2-4. クエリの新規追加 
 

1)新規クエリの追加を行います。メニューアイコンから[クエリの追

加]ボタンをクリックします。 

 
 

2)クエリを選択します（本書では[ユーザークエリ]を追加します）。

内容を確認し[次へ]ボタンをクリックします。 

 
 

 
ヒント 

クエリを選択すると、取得項目の一覧が右側に表示さ

れます。 

必要に応じて設定を変更してください。 

 

3)クエリ名を入力し[次へ]をクリックします。 

 
 

 

 

4)対象スコープを一覧から選択し[次へ]ボタンをクリックします。 

 
 

 
ヒント 

対象スコープがない場合は、[スコープマスター]ボタンを

押下してスコープを登録してください。 

 
ヒント 

ファイルクエリ、フォルダークエリを選択した場合には、画

面右に[収集対象パス]ボタンが表示されます。ここで

指定したフォルダー配下のファイル/フォルダー情報を収

集します。 

 

5)タスクスケジュールの設定を確認し[次へ]ボタンをクリックしま

す。 

 
 

6)ファイル出力の設定を確認し、[次へ]ボタンをクリックします。 
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ヒント 

ファイル出力を有効にすると、クエリの実行結

果を CSV や PDF ファイルに出力できます。 
出力先フォルダー、ファイル名等を確認してください。 

 

7）メール送信の設定を確認し[次へ]ボタンをクリックします。 

 
8）実行履歴の削除設定を確認し[次へ]ボタンをクリックします。 

 

 

9）内容を確認して[完了]ボタンをクリックします。 

 

Step 2-5. クエリの手動実行 
クエリを手動実行し、情報を収集できることを確認します。 

1)対象のクエリを右クリックして[クエリの実行]を選択します。 

 
 

2)確認ダイアログが表示されますので[OK]ボタンをクリックしま

す。 

 

3)タスクスケジュール画面が表示されますので「前回の実行結果」

が「正常終了」に変わることを確認します。 
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4）実行履歴に先ほど実行したクエリの実行結果が表示されて

います。取得件数をクリックしクエリ結果ビューアーを起動しま

す。 

 
 

 

 

5）実行結果を確認します。 

 
 

 

 

以上で Resource Athlete のインストール、及び基本的な設定は完了です。次の章以降は Resource Athlete の基本操作になりま

す。必要に応じて運用の際にお読みください 
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第3 章 基本操作 
この章ではResource Athleteクライアントの基本操作や機能について説明します。クライアントでは、Resource Athleteの基本設定

の確認や変更、クエリの手動実行や実行結果の確認などを行ないます。 

1. 起動方法 
デスクトップに作成されたアイコンをダブルクリックすると、クライアントが起動します。スタートメニューから起動することもできます。 

 
 

 

2. クライアントの画面説明 
クライアントの画面構成は以下のとおりです。クライアントの画面は[メインメニューエリア]、[コマンドアイコンエリア]、[クエリツリーエリア]、

[情報＆設定エリア]で構成されています。以後の説明ではこれらの名称を用います。 

 
 

 

  

クエリツリーエリア 
接続したマネージャーサーバに

て登録済みのクエリがツリー状

に表示されます 

メインメニューエリア 

 

 コマンドアイコンエリア 

情報＆設定エリア 
クエリツリーエリアで選択されたクエリのステータス表示

や設定の変更等が行えます。 
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3. 各種エリア概要 
 

3-1. メインメニューエリア 
メインメニューエリアは、各種操作、設定を行うことができます。 

 
 

操作できる項目、説明は以下のとおりです。 
項目 サービス 説明 

ファイル 
サービスに接続 サービスに接続します。 

終了 クライアントを終了します。 

クエリ 
クエリの追加 新規クエリ追加ウィザードを起動します。 

タスクスケジュール タスクの状況確認や設定・手動実行などができます。 

スコープ スコープマスターの管理 スコープの追加・変更・削除ができます。 

ツール サービス設定 サービスの設定ができます。 

メッセージ 
システムメッセージの表示 アラートメッセージを確認できます。 

メール通知設定 メール通知の設定ができます。 

ヘルプ 
ライセンス情報 ライセンス情報を表示します。 

バージョン情報 バージョン情報の表示、サポートデータの収集を行ないます。 

 

 

3-2. コマンドアイコンエリア 
コマンドアイコンエリアは、各種操作、設定を行うことができます。 

 
 

 

操作できる項目、説明は以下のとおりです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

3-3. クエリツリーエリア 
クエリツリーエリアには、作成したクエリがツリー表示されます。表示された各クエリを選択すると[情報＆設定エリア]にそのクエリの実行

履歴などが表示されます。また、各クエリを右クリックすると設定メニューが表示されます。 

 

項目 説明 

サービスに接続 サービスに接続します。 

タスクスケジュール タスクの状況確認や設定・手動実行などができます。 

スコープマスター スコープの追加・変更・削除ができます。 

メッセージ アラートメッセージを確認できます。 

最新の情報に更新 画面に表示されている情報を最新に更新します。 
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操作できる項目、説明は以下のとおりです。 

 

 

 

 

 

 

3-4. 情報＆設定エリア 
クエリツリーエリアで選択されているクエリの情報表示や設定の変更が行えます。 

   
 

 

4. 基本操作 
 

4-1. マネージャーサーバに接続する 
[ファイル] - [サービスに接続]を選択し、接続するマネージャーサーバ名とポート番号を指定します。 

 
 

 

4-2. クエリを追加する 
[クエリ] - [クエリの追加]を選択し、新規クエリ追加ウィザードを起動します。 

 

 

4-3. スコープを追加する 
[スコープ] - [スコープマスターの管理]を選択し、[対象の追加]を実行します。 

 

 

項目 説明 

クエリの追加 新規クエリ追加ウィザードを起動します。 

グループの作成 複数のクエリをまとめるためのグループを作ります。 

削除 選択したクエリ、グループを削除します。 

項目 説明 

ステータス クエリの実行結果が表示されます。 

開始時刻 クエリの開始時刻が表示されます。 

終了時刻 クエリの終了時刻が表示されます。 

実行時間 クエリの実行に要した時間が表示されます。 

取得件数 クエリが収集した情報の件数が表示されます。 

クリックすると、収集した情報の詳細が表示されます。 
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スコープに指定可能なユーザー 

 

 

4-4. クエリのタスク状況を確認する 
「タスクスケジュール」を選択します。 

 
 

ヒント 

各メニューからタスクの実行・終了、タスクの無効・有効、スケジューラサービスの停止・開始等ができます。

また、対象のクエリを右クリックすることで各メニューと同じ操作ができます。 

 

 

4-5. サービスに接続できるユーザーのアクセス権を定義する 
[ツール] - [サービス設定]を選択し、[接続ユーザー]からサービスに接続できるユーザーを追加し、ユーザーごとに権限を設定できます。 

機能 管理者 スコープ編集 クエリ編集 クエリ参照 

サービス設定 ○ × × × 

ライセンス登録 ○ × × × 

サポートデータ収集 ○ × × × 

メッセージ表示 ○ × × × 

スコープマスター表示 ○ ○ × × 

スコープ追加/編集/削除 ○ ○ × × 

クエリ追加/編集/削除 ○ × ○ × 

クエリ定義参照 ○ × ○ ○ 

クエリ結果表示 ○ × ○ ○ 

クエリ実行 ○ × ○ × 

タスクスケジューラ表示 ○ × ○ × 

クエリ種別 タイプ/対象マシン種別 

Windows/ファイルサーバ Windows/AD サーバ NAS/NAS ドメイン/AD サーバ 

ユーザークエリ 

ローカルの管理者ユーザー 

ドメインの管理者ユーザー 

 

ドメインの管理者ユーザー 

 

－ 
ドメインの管理者ユーザー 

ドメインの一般ユーザー 

グループクエリ － 
ドメインの管理者ユーザー 

ドメインの一般ユーザー 

ファイルクエリ 
ローカルの管理者ユーザー 

ドメインの管理者ユーザー 
－ 

フォルダークエリ 
ローカルの管理者ユーザー 

ドメインの管理者ユーザー 
－ 

共有クエリ 
ローカルの管理者ユーザー 

ドメインの管理者ユーザー 
－ 

システム構成クエリ － ドメインの管理者ユーザー 

アプリケーションクエリ － ドメインの管理者ユーザー 

サービスクエリ － ドメインの管理者ユーザー 

プロセスクエリ － ドメインの管理者ユーザー 
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ヒント 

未設定の場合は、全ユーザーが管理者として接続できます。 

登録するユーザーはローカルの管理者権限を持っている必要があります。 

マネージャーサーバのローカルアカウント "Administrator" は、この設定にかかわらず必ず接続できます。 

ヒント 

ドメイン名を設定する場合、NetBIOS 名を入力してください。 

 例) ドメイン名が「amiya.co.jp」、NetBIOS 名が「AMIYA」の場合 

   「ドメイン名またはマシン名」に「AMIYA」を入力する。 

 

 

4-6. アプリケーションの各種データ格納フォルダーを指定する 
[ツール] - [サービス設定]を選択し、[フォルダー]からフォルダー設定を変更します。 

 
「アプリケーション設定フォルダー」は、アプリケーションの各種情報 (クエリの実行結果や設定ファイルなど) の格納先です。 

「デフォルトのファイル出力フォルダー」は、クエリの実行結果をファイルに出力する際のデフォルト格納先です。 

 

ヒント 

「アプリケーション設定フォルダー」を変更後、データファイルの移動およびサービスの再起動が必要です。 

詳しくは『FAQ』の「第 2 章 アプリケーション設定フォルダーを別のパスに移動したい」を参照してください。 
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4-7. メッセージを確認する 
「メッセージ」アイコンをクリックします。または、「メッセージ」-「システムメッセージの表示」を選択します。 

 
「システムメッセージ」画面に表示されるアラートの種類は以下のとおりです。 

アイコン アラート 説明 

 エラー（Error） 
処理が停止するなど重大な問題が発生した場合エラーとなります。 

システムメッセージ画面からエラーの内容を確認し対処を行ってください。 

 ワーニング（Warning） 
ワーニングは、クエリの実行で何らかの問題が発生したことを表します。 

システムメッセージ画面からワーニングの内容を確認し対処を行ってください。 

 
インフォメーション 

（Infomation） 

インフォメーションは、クエリの実行で何らかのインフォメーションが発生したことを表しま

す。システムメッセージ画面からインフォメーションの内容を確認してください。 

 

ヒント 

アラートを検知した際にメールで通知することもできます。 
メール通知は、メインメニューエリアの[メッセージ] - [メール通知設定]で設定します。 

 

 

4-8. ライセンスを更新する 
[ヘルプ] - [ライセンス情報]を選択し、[ライセンス登録]からライセンスキーを指定します。 
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4-9. サポートデータを収集する 
[ヘルプ] - [バージョン情報]を選択し、[サポートデータの収集]からサポートデータを作成します。サポートデータは、網屋サポートセンタ

ーへの問い合わせの際に必要になることがあります。 

  
 

 

  



ユーザーズガイド（Resource Athlete） 

29 

 

4-10. 登録したクエリを編集する 
クエリツリーエリアから編集したいクエリをクリックし、右上にある「編集」を押下すると「クエリエディター」を起動します。 

 
 

クエリエディターでは、クエリの各種設定の編集ができます。画面内の各タブは以下のようになります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆フィールド設定画面 

 
 

 

 

ヒント 

フィルターをするフィールドの型によって選択できる条件が異なります。 

条件によって、％でワイルドカードの指定ができます。 

項目 説明 

スケジュール タスクの状態の有効・無効や複数のスケジュールを設定することができます。 

※存在しない日付を指定した場合には、その月の最終日に実行されます。 

スコープ クエリの実行対象とするスコープの選択ができます。 

フィールド クエリのフィールド情報を設定することができます。クエリごとに表示されるフィールドは異なります。

フィールドごとに出力設定を行うことができます。 

出力設定 クエリ実行結果をファイルとして出力するための設定を行なえます。 

その他 データベースの状態、自動削除設定、タスク実行時の任意コマンド指定、その他オプションを設

定することができます。 

項目 説明 

出力 フィールドを出力対象とする場合には、チェックします。 

フィールド 出力フィールド名。クエリごとに異なります。 

出力オプション 個々のフィールドごとのオプションの設定ができます。 

フィルター フィルター条件を指定します。条件にマッチするデータのみを

最終的な結果とします。条件を複数のフィールドに指定し

た場合は、AND で結合されます。 

ソート ファイル出力結果のソート順を指定します。クライアント上

でのクエリ実行結果の表示には反映されません。昇順、降

順から指定します。 

ソートの優先順位を数字で指定します。 

説明 各フィールドの説明となります。 

全て選択 出力をすべてチェックします。 

全て削除 出力チェックをすべてはずします。 

オプション フィールド全体に関するオプションの設定ができます。 

リセット 各設定をリセットすることができます。 
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◆ファイル出力設定画面 

  

 

 

 

 

 

 

ヒント 

出力タイプを「差分のみを出力」または「全件を出力し差分をマーク」を選択すると変更種別の情報が出

力されます。記号の意味は A（新規）、M（変更）、D（削除）になります。 

 

◆メール送信設定画面 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

項目 説明 

ファイル出力 ファイル出力をするかどうかを切り替えま

す。 

ファイルタイプ 出力されるファイル形式を CSV、PDF、

TSV から選択します。 

出力タイプ 出力タイプを全件出力、差分のみを出

力、全件を出力し差分をマークから選

択します。 

 

出力先フォルダー 出力先フォルダーを設定することができま

す。 

「年月別（YYYYMM）のサブフォルダーに

出力する」にチェックすると自動で年月別

フォルダーを作成します。「ネットワーク上

の共有フォルダーに出力する」にチェック

するとローカルドライブ以外のフォルダーに

出力できます。 

ファイル名 ファイル名を自動設定、任意で指定す

ることができます。 

自動削除 自動削除の設定を任意で指定すること

ができます。 

項目 説明 

メール送信 クエリの実行結果をメール送信するかど

うかを切り替えます。 

ファイル添付 メールにファイルを添付するかどうかを切り

替えます。 

ファイルタイプ メールに添付するファイル形式を CSV、

PDF、TSV から選択します。 

出力タイプ 出力タイプを全件出力、差分のみを出

力、全件を出力し差分をマークから選

択します。 

 

メール送信条件 メールの送信条件を設定します。 

件名 メールの件名を設定します。 

送信元アドレス メールの送信元アドレスを設定します。 

送信先アドレス メールの送信先アドレスを設定します。

複数のアドレスを設定できます。 
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◆その他設定画面 

  
 

 

4-11. サブクエリを追加する 
収集結果に対してさらにフィルター条件を設定したい場合、サブクエリを利用する事で実行時間を短縮できます。 

 

1）サブクエリを作成したいクエリを右クリックして[サブクエリの追加]

を選択します。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

2）出来上がったサブクエリを選択し、フィルター条件を編集します。

編集は「4-10」と同様の方法で行えます。 

 
 

3）親クエリの実行が完了すると、サブクエリは実行されます。サブ

クエリを手動実行した場合は、直前の親クエリの実行結果を

参照します。 

  

項目 説明 

データベース データベースの自動削除の設定を任意

で指定することができます。 

タスク実行時の任意コ

マンド 

タスク実行前後に任意のコマンドを実行

することができます。 

その他のオプション その他のオプションを任意に指定すること

ができます。 
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4-12. クエリの実行結果を確認する 
1) 結果を確認したいクエリを選択して[取得件数]をクリックします。 

 
 

2） クエリ結果ビューアー画面が起動され、結果を確認することができます。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ヒント 

表示形式の選択は、ファイル出力設定で出力タイプを「差分のみを出力」、「全件を出力し差分をマーク」

を設定していた場合に表示されます。 

項目 説明 

ファイル(F)  ファイルに保存(S) 結果 CSV、PDF、TSV 形式で出力します。 

 終了(X) クエリ結果ビューアー画面を閉じます。 

表示(V) PDF で表示(P) 結果を PDF で表示します。 

ツール(T) 出力オプション(O) 出力タイプごとの出力オプションを設定します。 

ファイルに保存(S) 結果 CSV、PDF、TSV 形式で出力します。 

PDF で表示(P) 結果を PDF で表示します。 

表示形式 全件出力 全件を出力します。 

 差分のみを出力 変更があった差分のみ出力します。 

 全件を出力し差分をマーク 全件を出力し、差分をマークします。 
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4-13. クエリの実行履歴を削除する 
実行履歴を削除する場合は、実行履歴から削除したい実行結果を右クリックして[履歴の削除]を選択します。 
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4-14. クエリをコピーする 
既存のクエリ設定をコピーすることで、新たなクエリ設定に利用できます。 

複数のクエリを選択してコピーすることも可能です。また、グループフォルダーや親クエリをコピーすると、配下のクエリもコピーできます。 

 

例 部門ごとに棚卸用のフォルダークエリを作成したい。クエリフィールドやオプション設定は共通だが、実行結果のファイル出力先やメ

ール送信先だけ部門ごとに変更したい。 

 

1) コピー元のクエリを作成します。 

 
 

2)クエリを右クリックして[コピー]を選択します。 

 
 

3)「クエリをコピーします。よろしいですか？」の確認画面を[OK]

すると、クエリがコピーされます。 

 
 

ヒント 

コピーされたクエリのクエリ名は、自動的に末尾に番

号が振られます。 

 

4)コピーされたクエリを右クリックして「編集」を選択します。 

 
 

5)コピー元の設定から目的に応じた設定に変更し、設定保存

します。 

 



 

 

 

4-15. クエリをエクスポート・インポートする 
クエリをエクスポートする場合は、クエリを右クリックして[設定をエクスポート]を選択します。 

 
ファイル保存ダイアログが表示されますので、任意の場所にファイルを保存します。 

 

クエリをインポートする場合は、マネージャーサーバを右クリックして[設定をインポート]を選択します。 

 
ファイル選択ダイアログが表示されますので、エクスポートしたファイルを選択します。 
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第4 章 バージョンアップ 
この章では、Resource Athlete のバージョンアップ方法を説明します。 

1. Resource Athlete のバージョンアップ 
1） マネージャーサーバに管理者権限をもつアカウントでログオンし、Resource Athlete のインストールメディアを挿入します。 

 

2） Resource Athlete のセットアッププログラムを実行すると言語選択画面が表示されます。言語を選択し[OK]ボタンをクリックしま

す。 

 
 

3） ウィザードに従ってインストールします。その際、[インストール先の指定]では 前回インストール時と同じフォルダーを指定してください。 

 また、[コンポーネントの選択]では、前回と同じコンポーネントを選択してください。 

     
 

4) [インストール準備完了]で[インストール]をクリックすると、下記の画面が表示される場合があります。 

[自動的にアプリケーションを終了する]を選択して[次へ]ボタンをクリックし、インストールを続行してください。 
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第5 章 アンインストール 
この章では、Resource Athlete のアンインストール方法を説明します。 

1. Resource Athlete のアンインストール 
1） [コントロールパネル]、[プログラムと機能]を開き[Resource Athlete]を削除します。 

 

2） アンインストール後、以下のフォルダーが残りますので必要に応じて手動で削除してください。 

◆Resource Athlete のインストール先フォルダー 

アンインストール後、実行プログラムは削除されますが、インストールログ等が残ります。 

デフォルトパス:  C:\Program Files (x86)\Amiya\Resource Athelete 

◆アプリケーション設定フォルダー 

アプリケーションの各種情報 (クエリの実行結果や設定ファイルなど) を格納したフォルダーです。 

デフォルトパス:  [残り容量が最も多いドライブ]:\Auditor 

◆デフォルトのファイル出力フォルダー 

クエリの実行結果をファイルに出力する際のデフォルト格納先です。 

デフォルトパス:  [残り容量が最も多いドライブ]:\Auditor\export 
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